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Abstract 

  

This study has been made to reflect the physical education class for teacher education program and takes into consideration 

possibility of class implementation with alignment of experience in teacher education program for 4 years and experience in 

master program. 

In the class of graduate school program, the author envisaged class implementation and class visitation aligning with 

attached school and its teachers. As a result of consideration in “reflection” into class visitation and implementation by a 

graduate student, her intention changed from class of teacher to class of students. The reflection with self-searching is to 

deepen consideration by implementing class and intentionally recalling situation and experience of class (Kushimi, 2012). 

The study implied that class implementation in class visitation lets the students deepen the reflection and make knowledge in 

contents of subject assuming class implementation. In addition, offering opportunities of reflection in class concentrating on 

students, especially offering tips for “discovery of problem” to graduate students has been implied to accelerate “solution of 

problem”. 

From above study, experience in teacher education program for 4 years that accumulates students’ knowledge of planning 

and implementation of class makes the students reflect class implementation in class visitation. In graduate school program, 

class implementation in class visitation that offers the students more realized situation make the students accumulate 

diversified knowledge as the knowledge in contents of subject assuming class implementation. Considering these studies, the 

author implied that accumulation of classes in teacher education program and master program make the classes more 

sophisticated. 

 

キーワード：模擬授業・授業を想定した教科内容の知識・体つくり運動 

               

Ⅰ．問題の所在 

教員に求められる資質・能力に「実践的指導力」が

挙げられており（文部科学省，1997），教員養成課程

のカリキュラムにおいて「実践的指導力」を養成する

方向性が示されている（日本教育大学協会，2004）．

近年はこの「実践的指導力」の育成に向け，教員養成

段階の保健体育科目において，学生が教師役，生徒役

となって実施する模擬授業を行い，その授業における

指導行動について評価・省察する実践が各大学で実施

されている（佐藤・栫，2015）． 

教員養成課程における模擬授業は，授業の構想・実

施・省察という，授業実践に関する一連のプロセスを

経験・考察できるという点で，教科指導に関わる資質

能力の養成のための効果的な場であることが指摘され

ている（杉山・山崎，2016）．そのため，模擬授業そ
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のものがもたらす効果については，保健体育科におい

てもこれまで様々な研究が行なわれてきた（梅澤ほか，

1998；木原ほか，2008；村井ほか，2008）． 

体育の授業を計画し実施するために必要な能力を育

成するために，模擬授業を教育実習の準備という位置

づけで指導されることが多いとされる（木原ほか，

2008）．また，教育実習前に行う模擬授業（教師役の

大学生が生徒役の大学生を指導する）において，「省

察」注１）は重要な役割を示す．模擬授業において行う

「省察」では，受講者に対し授業観察の視点を持たせ

るとともに，その視点に沿って授業の「問題」に気が

つくことができる（木原ほか，2004）．また，木原ほ

か（2004）は，「反省」（「省察」）を「問題の発見」

と「問題の解決」に区別している．杉山・山崎（2016）

も，模擬授業を実践した教師役の学生を対象に共同的

省察を実施し，発話単位において「問題の発見」と

「問題の解決」の両方が行えていたことを明らかにし

ている．さらに，木原ほか（2004）は，教職 3 年目く

らいまでの初任者は「問題の解決」よりも「問題の発

見」をすることを重視していることを指摘している．

つまり初任者は，自己の教示行為を「省察」すること

で自分の問題を発見し，知識教授や意思決定のレパー

トリーを増やすことが重要なのである（久保ほか，

2008）． 

一方，模擬授業が持つ課題について，例えば日野・

谷本（2009）は，全ての受講学生に十分な経験の量と

質を保障することの困難さや，単発的な授業になりが

ちで，単元を通しての授業構想や授業実践の力は育み

にくくなっていること，あくまでも大学生を対象とし

たものでしかなく，実際の子どもが相手でないと起こ

り得ない問題が表面化してこないことを挙げている． 

そこで日野・谷本（2009）は，大学における模擬授

業，中学校における模擬授業，教育実習の 3 つの授業

における学生の「省察」の実態から，学生の省察能力

が 3 つの授業を通して段階的に向上することを示唆し

ている．このことから，教員養成課程においては様々

な状況（大学生を生徒役とした模擬授業，実際の生徒

に授業を実施する模擬授業，教育実習）を設定するな

どし，より現場の授業に近づけるような段階的な環境

設定を行うことが必要だといえる． 

また，熟練した教師は，授業中の出来事を解釈して

対応策を講じるレパートリーを豊かにもち，授業中に

出来事への解釈を変えながら，即興的に授業中の出来

事に対応している（坂本・秋田，2012）．坂本・秋田

（2012）は，ここには，多様な価値を内包する授業に

おいて，即興的に価値を選択し続け，判断を支える

「実践の知」があることを指摘している．さらにそこ

には，「授業を想定した教科内容の知識」が教師の専

門的知識として存在するのである．「授業を想定した

教科内容の知識(pedagogical content knowledge)」は，

Shulman（1987）が挙げる 7 つの教師の知識注２）の 1

つであり，教師の専門的知識のベースにあるといえる．

連続的に授業を展開する過程において，授業をデザイ

ンし，実践した後に振り返り，そしてデザインを修正

し，再度実践するサイクルの中で，「授業を想定した

教科内容の知識」は機能すると同時に目の前の子ども

たちの学習過程に則して修正されていくのである（坂

本・秋田，2012）．つまり，「省察」の積み重ねは，

「授業を想定した教科内容に関する知識」を深めるこ

とになり，熟練に向けた教師の成長には不可欠なもの

といえるだろう．しかし，初任者が 1 人で「省察」し，

問題に気がつくことは困難であるため，熟練した先輩

教師や同僚の教師の援助があってこそ，初任者の「省

察」は深みを増していくといえる（久保ほか，2008）． 

以上のことから，大学の教員養成課程において，授

業を「省察」するためのもととなる「知識」を身に付

けることが必要であると考える．その「知識」とは，

もちろん授業を計画するための基礎にもなり得る．そ

の「知識」のもとで「省察」が行われ，その繰り返し

が「授業を想定した教科内容の知識」の深まりに繋が

るといえる．あわせて，教員養成課程の授業において

は，この「省察」を生み出す場の設定が必要だと考え

られる．例えば，4 年間の教員養成課程においてその

設定が難しい（教育実習や授業の配置等の事情）ので

あれば，大学院修士課程（以下，修士課程とする）で

開設される授業を視野に入れて授業をデザイン・活用

することにより，より柔軟な場の設定が可能になるの

ではないか．木原ほか（2004）が指摘するように，教

職経験が 3 年目くらいまでの初任者が「問題の解決」

よりも「問題の発見」を重視しているのであれば，修

士課程の授業においては，「省察」の内容が「問題の

発見」から「問題の解決」に変化していくことが望ま

しいといえる．「実践的指導力」の向上が求められて

おり，教職大学院化がいわれる昨今であることからも，

修士課程の授業までを見越した授業デザインを考える

必要があるのではないだろうか． 

そこで本研究では，まずこれまでの本学の教員養成

課程における保健体育科の授業構造を整理する．そし

て一連の教員養成課程を修了した大学院生を対象に，

大学院生の授業参観及び授業実践による省察内容の変

容を明らかにすることを通して，4 年間の授業内容の

積み上げと，修士課程の授業とを関連させた授業展開

の可能性を検討することを目的とした． 

 

Ⅱ．本学教員養成課程における取り組み 

2013 年度より，本学の教員養成課程保健体育科の

授業においては，「教科教育法Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」注 3）と

「保健体育科教科内容指導論」，そして「教科に関す

る科目（実技）」の連係と学びの積み上げを検討して

きた（新保・山﨑，2013；山﨑ほか，2014；野津ほか，
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2015；山﨑ほか，2016）． 

１．「教科に関する科目（実技）」 

 1 年次，2 年次に必修として「陸上運動」「器械運

動」「水泳」「球技Ⅰ」「球技Ⅱ」「球技Ⅲ」「武道」

「ダンス」を授業科目に開設している．そのうち専任

教員が開設している７科目について，実技として取り

組んだことを授業後に振り返りながら，活動したこと

や動きのポイント等を書き留める「学びの足跡（活動

記録）」を記録する取り組みを行っている． 

 受講学生の活動記録からは，教員側が伝えようとし

た運動技能のポイント（運動のコツ）が記されていた

ことに加え，それらが受講学生の自らの言葉に変換さ

れていた．これは，授業内容を振り返ることだけでは

なく，自分の身体を通して感じたことを文字や図で表

現することで，さらなる運動の理解に繋がったことが

推察された．つまり「教科に関する科目（実技）」で

は，各運動領域の運動の特性や動きのポイントを理解

することができたと考えられる． 

２．「保健体育教育法」 

 「保健体育科教育法Ⅱ」では，まず保健体育科の意

義や目標を理解すると共に，学習指導要領の読み込み

から，その内容を理解させるようにした．そして，示

されている内容を身に付けさせるためには何を教えな

くてはならないのかの「教育内容」を見出すところを

ねらいとした．具体的な「教育内容」を見出すために

活用させようとしたものが「教科に関する科目（実

技）」で各自が作成した「学びの足跡」としての活動

記録である．これをもとに，自らの経験と学習指導要

領の読み込みを通し，授業実践へ向けて具体的な教育

内容を導き出されたことが，受講学生の学習内容に関

する小レポート（以下，小レポートとする）から認め

られた． 

 「保健体育科教育法Ⅲ」では，体育の授業を計画し

ていくための教材研究について学び，教材研究で検討

したことを学習指導案に落とし込むことについての学

習を意図した．そして作成した学習指導案に基づき模

擬授業を行い，授業を通しての振り返りをもとにして

学習指導案を修正，再構成していくことを計画してい

る．ここでも，教材研究にあたり，受講学生は「保健

体育科教育法Ⅱ」で導き出した「教育内容」が活用で

きること，そして「教科に関する科目（実技）」で学

んだ主な練習方法や技術を身に付けるための観察視点

等が活用されていることが，小レポートから認められ

た． 

「保健体育科教育法Ⅳ」では，授業実践力を高める 

ための方法の一つとして，授業そのものを批判的に省

察できる力の育成を目指して，そのための具体的な授

業観察と授業省察の方法についての授業を試みている．

「保健体育教育法Ⅲ」「保健体育科教科内容指導論

（後述）」において実施される模擬授業においては，

実践後の省察について具体的な視点を教員からは提示

していない．「保健体育科教育法Ⅳ」において授業を

観察・評価する視点を学ぶことにより，授業を「構想

－展開－省察」というサイクルで実践する授業実践力

を育成するための手立てになりうるのではないかと考

えている． 

３．「保健体育科教科内容指導論」 

 「保健体育科教科内容指導論」は，3 年次前期，

「教科に関する科目（実技）」「保健体育科教育法

Ⅱ・Ⅲ」を履修し，教育実習に行く前後の授業として

開講されている． 

 そのため，本授業においては，これまでの学びの蓄

積と「保健体育科教育法Ⅱ・Ⅲ」の連係から，「運動

の行ない方や高め方を教えること」に焦点を絞った学

習活動を展開している．また，本授業の担当は「教科

教育」の立場の教員ではなく，「教科専門」の立場の

教員が行なっている． 

「教科教育」の立場の教員がこれまでの学びの積み上

げを考慮した授業計画の大枠を示すことにより，「教

科専門」の立場の教員は各運動領域の種目を教えるの

ではなく，種目の特性と専門性を「運動を通した学習」

として活かすように考慮した授業計画を各々が再構成

することができる．ここに，「教科教育」と「教科専

門」の連係が生まれ，相乗効果により学生にとっては

質の高い授業が展開されたことが報告されている． 

４．取り組みのまとめ 

これまでの取り組みをまとめたものが図 1（野津ほ

か，2015）である．「教科に関する科目（実技）」に

おいて各運動領域の知識（動きのポイント，指導にお

けるポイント，授業の展開方法，安全への配慮等）を

学び，それを「保健体育科教育法」においてどのよう

に授業へ結び付けていくのか，を学ぶこととなる．こ

の両授業の連係により，いわゆる「授業を想定した教

科内容に関する知識」の土台を築くことができると考

えられる．特に「保健体育科教育法Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」の授

業内容の棲み分けと縦への積み上げの可能性を考えて

授業を組み立てることにより，受講学生は各運動領域

の内容を「教育内容」として考えることができると共

に，学習指導案の作成と模擬授業へ，そして省察へと

繋がり，「実践的指導力」を高めることができると考

える． 

さらに，「保健体育科教科内容指導論」と「保健体

育科教育法」の連係，「教科教育」と「教科専門」の

双方の立場の教員の連係が，より運動の特性を捉えた

授業づくりに結びつくことが推察される． 

５．課題とその解決に向けて 

これまでに本学の教員養成課程における各授業科目

の取り組みを述べたが，日野・谷本（2009）の指摘す

る，模擬授業の課題として挙げられている実際の子ど

もがいないという現状，また単発の授業実践であるこ 
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図 1 保健体育科における「教科教育」と「教科専門」 

の架橋を意図した授業の積み上げ構造 

 （野津ほか，2015） 

 

とは，本学教員養成課程の授業構成の段階で解決する

ことは困難であり，課題として残されている．そこで，

これらの課題をまずは修士課程の授業において解決す

る可能性を探ることとした． 

一番の課題は，「実際の子どもがいない現状」の解

消である．そこで，附属学校との連係を図り，学校現

場での授業実践をして取り組もうとした．またその際，

単発の授業実践ではなく，ひとつの運動領域に絞って

単元として取り扱うことが必要であると考える．前述

したように，教員養成課程において実践している模擬

授業では，「教科に関する科目（実技）や「保健体育

科教育法Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」において得られた知識を使って，

学習の計画や検討を行なっている．それらを土台とし

て，修士課程段階においては子どもの状態に気が付き，

即時に対応していく力を身につける，つまり木原ほか

（2004）のいう「問題の発見」から「問題の解決」へ

と思考が変容することを促す必要があるのではないか． 

久保ほか（2008）は，教員免許取得直後の大学院生

を対象とし，一単元の授業実践を 2 度（1 度目は

ティームティーチングの T2 として指導，2 度目は単

独指導）実施した後の「省察」の変容を検討している．

授業実践は，附属小学校のクラスで行われた．この教

員養成課程における問題点を解決した模擬授業におい

て，「省察」の焦点・レベルともに変容がみられたこ

とが報告されている．このことから，修士課程の授業

において附属学校と連係し，実際の子どもを前にした

授業実践を行うことが，「問題の発見」から「問題の

解決」への「省察」の変容に繋がるのではないだろう

か．久保ほか（2008）の研究結果を基に，本学におい

て以下の授業を設定した． 

 

 

 

 

Ⅲ．本学修士課程「保健体育科教育指導論Ⅰ」におけ

る取り組み 

１．授業計画と履修状況  

授業は，2016 年 10 月から 12 月の期間で全 15 回開

講した．受講した院生は，中学校・高等学校の保健体

育科教員免許状を取得している，大学院修士課程 1 年

生 3 名（男 1 名，女 2 名）である．なお，1 名は本大

学で教員養成課程を修了したもので，2 名は他大学に

おいて教員養成課程を修了したものである． 

本授業は，授業実践も含めて 15 回，以下のねらい

のもとに行われた． 

①体育の学習指導の基本的事項について理解するこ

とができる 

②授業実践（計画・実践・振り返り）を行うことを

通じて，体育の学習指導のあり方について検討し整理

することができる 

③授業実践に取り組む各段階において，教科内容に

関する専門的知識と教科内容を想定した教授方法に関

する知識の重要性を認識することができる 

15 回の授業の概要は表 1 の通りである．なお，授

業実践はＳ大学教育学部附属Ｓ中学校（以下，附属中

学校とする）で行った．教材研究を実施する前，また

学習指導案の検討時に附属中学校へ訪問し，授業を観

察して生徒の実態を把握したり，附属中学校教員と授

業についてのディスカッションを行う時間を確保した． 

 

表 1 「保健体育科教育指導論Ⅰ」授業概要 

 

 

２．授業実践の概要 

 授業実践は，中学校 1 年生 2 クラス（B 組，C 組）

に対し，それぞれ 3 回実施した．1 回目の授業は附属

中学校教員（男性：中学校勤務 9 年）が 2 クラス行い，

2 回目の授業は附属中学校教員と大学院生がそれぞれ

1 クラスずつ担当した．3 回目の授業は，それぞれ異

なる大学院生が 1 クラスずつ担当した．全ての授業に

ついて，大学院生と附属中学校教員（授業者ではない

場合），また大学教員（体育科教育専門）が授業を観

察した．授業実施日と授業者は，表 2 に示す通りであ

る． 

回 内容 備考

1 ガイダンス

2 生徒の実態の把握 附属中学校にて授業参観

3・4 教材研究

5・6 学習指導案の作成

7・8・9 学習指導案の検討 附属中学校にて２回実施

10 授業実践① 附属中学校（２時間）

11 授業実践①の反省と次時の検討

12 授業実践② 附属中学校（２時間）

13 授業実践②の反省と次時の検討

14 授業実践③ 附属中学校（２時間）

15 授業実践③の反省と学習のまとめ

1年
前期

3年
後期

3年
前期

2年
後期

2年
前期

1年
後期

教
科
に
関
す
る
科
目

（実
技
）

保健体育科
教育法Ⅱ

保健体育科
教育法Ⅲ

○各種目の特性を捉える
・運動技術
・主な練習方法
・技術を身に付けていくた
めの観察視点

教育実習
教科内容
指導論

保健体育科
教育法Ⅳ

・児童生徒の実態をつかむ
・教師の仕事についての理解

○教科としての体育を捉える
・体育の目標
・学習指導要領の内容
・身に付けさせたい内容→教える内容
・教材研究（授業をつくるときに考えること）

○授業づくりの実際
・教材研究（授業づくり）の具体
・指導案の作成
・模擬授業による体育授業のイメージづくり

○児童生徒のつまずきの認識
及び観察方法とつまずき解消
のための探求

○体育の授業分析
・教師行動
・授業評価
○教師の省察

教科専門

教科教育

教科教育

教科教育

教科専門
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【発問に対する具体的な答えが出ない】 

→ ＜発問の仕方の工夫＞ 

B 組は運動に対し，ネガティブな感情が強く，「一

番足りて得ない要素はどこ？」という質問に「全部」

と回答する生徒が多くみられた．そこで，B 組でのネ

ガティブな「足りていないところ」という聞き方だっ

たことがいけなかったのではないかと仮定し，C 組で

は「一番伸ばしたい体力要素はどこか？」という質問

に変えたが，逆に，「苦手だから伸ばしたくない」や

「簡単そうだから」といった理由で決める生徒が比較

的多く見受けられ，「苦手だからここを伸ばしたい」

と考える生徒は数少なかった．2 クラス見てみると全

体的に B 組の反応の方がよく，「足りない」から「伸

ばしたい」ととらえさせるには B 組での行い方の方が

相応しかったかもしれない． 

【教師のねらいとのズレ】 

→ ＜学習内容（運動の内容）の修正＞ 

プチテストの結果，腹筋が痛い，きつい，疲れるな

どの生徒予想は当たっていたものの，筋力に思考が

行ってしまうらしいので「体力」に着目させるには他

のプチテストを考えるべきかもしれない． 

表 2 授業実施日時と授業者 

 
 

 内容は「体つくり運動（体力を高める運動）」とし

た．「体つくり運動」は，本大学教員養成課程の授業

にて実技の授業 1 単位として行われていない．そのた

め，本大学出身の大学院生は「体つくり運動」につい

ての知識が不十分であることが予想された．また，他

大学出身の大学院生についても，事前の打ち合わせよ

り知識が十分有るとは判断できなかった．そのため，

受講生全員に共通して「体つくり運動」に関する知

識・経験不足が認められたため，本授業において「体

つくり運動」を取り上げることとした． 

３．授業実践の成果 

 各回の授業実践の後，3 名の大学院生に対し授業に

ついての「省察」を自由記述で求めた．本研究におい

ては，教員養成課程からの学びの蓄積を検討するため，

本学教員養成課程を修了した大学院生 1 名（以下，大

学院生 A とする）の省察内容を資料とし，本授業の

成果を考察することとした．大学院生 A は，図 1 に

示した教育課程を履修した大学院生である．つまり，

「実際の子どものいない現状」で模擬授業を経験して

おり，実際の子どもに対して行った授業は，大学 3 年

次の教育実習（小学校 3 週間，中学校 2 週間）に留ま

る．そのため，先述した筆者らの意図してきた授業の

積み上げから知識を習得していると考えられるため，

この大学院生 A の省察内容の変容を検討することが，

本取り組みの成果を検討するに適していると判断した． 

 資料の考察は，「保健体育科教育指導論Ⅰ」の授業

を指導した体育科教育を専門とする大学教員 2 名（17

年間小学校・中学校教員，その後 5 年間教員養成課程

に従事した教員と，7 年間教員養成課程に従事）が

行った．自由記述により得られた省察の内容は，まと

まった内容ごとに振り返りの視点として「問題の発見」

と「問題の解決」の 2 点に整理し，その枠組みに基づ

いて考察を進めた． 

（１）1時間目（大学院生 Aの立場：観察者） 

 表 3 は，1 時間目の授業を観察した大学院生 A の省

察内容（一部抜粋）を示したものである．なお，同じ

内容の記述についてはひとつにまとめ，その数を表中

（）に示した．さらに，全ての記述の振り返りの視点

を表 4 に示した． 

省察の内容をみると，大学院生は「問題の発見」に

【発問に対する生徒の具体的な答えがではなかったこ

と】や，【教師のねらいとのズレ】を生徒の反応から

感じ取っていることが確認される．授業実践にあたり，

教材研究から学習指導案の作成にあたっての準備の中

で，「生徒はこういう思考であろう，こういう反応を

するだろう」という生徒の予想は行ってきた．しかし

ながら，実際の生徒の反応をみて予想とのズレを確認

していることが省察からわかる．またその生徒の反応

をみる視点は様々に広がっていることが確認された

（表 4）．これは，大学生を生徒役として行っている

模擬授業からは現れることがない，本当の中学生に対

する授業実践だからこそ気が付くことのできる内容で

あると考えられる． 

表 3 1時間目省察の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

表 4 1時間目 振り返りの視点 

 
 

さらに，そういった予想外の反応の生徒に対応する

手立て（「問題の解決」）が，多岐にわたって挙げら

れた．その手立てには，「掲示物の工夫」や「発問の

工夫」といった，授業前の準備段階で対応できるもの

が多くみられることも特徴として推察された． 

 このことから，1 時間目の授業参観では，「問題の

発見」として，まずは自身の予想した生徒の姿と目の

前の生徒の反応とのズレに気が付く段階であったこと

が示唆された． 

 

Ｂ組 Ｃ組

11月17日（木）４時限目 11月18日（金）３時限目

附属中学校教員 附属中学校教員

11月24日（木）５時限目 11月24日（木）４時限目

附属中学校教員 大学院生B

11月28日（月）６時限目 11月28日（月）５時限目

大学院生A 大学院生C

１時間目

２時間目

３時間目

「問題の発見」 「問題の解決」

・生徒の実態（包括的）（３）
・単元・活動に対する興味・関心（３）
・発問に対する具体的な答えが出ない（２）
・ワークシートの記入に予想よりも時間が
かかる
・教師のねらいとのズレ
・運動量が予想よりも多い
・活動への取り組みが難しく時間がかかる

・学習内容の修正（運動の内容）
・ルールの設定
・言葉かけの工夫
・発問の仕方の工夫
・教師の投げかけ
　　　　　　　　（効率の良い授業展開）
・活動時間の管理
・教師のねらい（知識の定着）
・掲示物の工夫
・授業の勢い・雰囲気
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【活動に対する興味・関心】 

→ ＜活動時間の管理＞ 

（B 組：授業者 大学院生 B） 

各測定とも子どもたちの興味・関心は高く，どの測

定も意欲的かつ積極的に行動する姿が見てとれた．内

容的にはよかったように見受けられたが，子どもたち

はあきらめず何度も挑戦したがることも時間延長に繋

がってしまった．すべての子に測定させることも，何

度も挑戦させることもどちらも大切なことではあり，

子どものやる気を引き出すという点ではいい授業で

あったが，マネジメントはやはり最悪であったと感じ

る． 

【時間内に活動を終えられない】  

→ ＜教師の言葉かけ（効率のよい授業展開＞ 

（C 組：授業者 附属中学校教員） 

その具体的な手立てとしては，教員だけでなく生徒

にも時間を意識させることでコントロールすることが

できていた．「8 分ずつ 3 分類 2 種目の計 6 種目計測

したい，全員が測定を全種目とり終えるようにした

い，クラス力が試される」といった具体的な（附属学

校）教員の発言に対し，子どもたちはテキパキと動く

ようになった． 

【活動に対する興味・関心】 

→ ＜教師の臨機応変な対応＞ 

1 時間目→2 時間目→3 時間目の流れもそれなりにつ

ながりを感じることができ，生徒自身も，教師が発問

しなくとも，次の流れに移りたい（移っていく）姿が

見受けられ，授業者が発問で授業を仕切っていくとい

うよりは，生徒の思考の流れに沿って授業が行えてい

るような感覚だった． 

＜教師の臨機応変な対応＞ 

授業案を作成していく中で，今までは計画したもの

をいかにして無理やりでも計画通り行うことができる

かということを考えていたが，今回の 3 時間の授業を

考える過程で，パターン A・B・C を考えておき，生

徒の反応で一番適切なものを行うなど，想定通りの場

合とそうでなかった場合まで考えることを自然として

いたことは私たちの成長点であると感じた． 

（２）2時間目（大学院生 Aの立場：観察者） 

 表 5 は，2 時間目の授業を観察した大学院生 A の省

察内容（一部抜粋）を示したものである．なお，同じ

内容の記述についてはひとつにまとめ，その数を表中

（）に示した．さらに，全ての記述の振り返りの視点

を表 6 に示した． 

表 5 2時間目省察の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 6 2時間目 振り返りの視点 

 
 

2 時間目の省察の内容においては，効率よい授業展

開が「省察」の中心にあった．生徒の反応が予想と異

なり，意欲的に活動に取り組んでいたからこそ活動 

時間のマネジメントが困難であり，その点について大 

学院生 A も「省察」を行っている．さらに，2 時間目

は B 組を大学院生 B が先に指導し，後に C 組を附属

中学校教員が指導した．そのため，両授業者の指導の

比較を行っていたともいえる．特に，附属中学校教員

の実践した授業においては，大学院生 A は附属中学

校教員の生徒の反応に対する即時の指導の変更（言葉

かけ）を把握し，その変更による生徒の活動の変化に

も視点を向けて「省察」をしている．このように，現

職中学校教員による実践と大学院生の実践を同時に参

観することで，両者の比較がすぐにできる．このこと

が，教師が生徒の反応に即時に合わせて対応するとい

う指導の仕方に気が付くことに繋がり，「省察」の視

点に表れたことが示唆された．つまり，現場教員の授

業を参観し，自らが授業者となって双方を具体的に比

較することで，教師の瞬時の対応の重要性に気が付く

ことができたと推察される． 

 また，表 4 と表 6 を比較すると，「問題の発見」は

7 項目が 5 項目と，指摘した項目数が若干減っている．

これは，1 回目の授業観察を経て，生徒の反応の何を

見れば良いのかの視点が絞られた．言い換えれば，生

徒の反応をみる視点が多少定まってきたことが推察さ

れる．生徒の反応への対応である「問題の解決」は 9

項目から 7 項目と，若干の減少がみられる．このこと

は，生徒の反応と予想とのズレをどのように修正する

のか，自分の持てる知識の中で自分のできることとの

兼ね合いの中で「省察」しているということが示唆さ

れた． 

（３）3 時間目（大学院生 A の立場：授業者・観察者） 

表 7 は，3 時間目の授業を観察した大学院生の省察

内容（一部抜粋）を示したものである．なお，同じ内

容の記述についてはひとつにまとめ，その数を表中（）

に示した．さらに，全ての記述の振り返りの視点を表

8 に示した． 

表 7 3時間目省察の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 8 3時間目 振り返りの視点 

 

 

 表 8 より，生徒の反応に対する「問題の解決」の項

目数が 3 項目に減っていることがわかる．これは，次

時の実践が予定されていない（本時は 3 時中の 3 時の

位置づけ）ため，次時の計画を修正するような具体的

「問題の発見」 「問題の解決」

・時間内に活動を終えられない（７）
・活動への従事（２）
・活動に対する興味・関心
・実態（包括的）
・用具の使い方

・活動時間の管理（教師の予想・見通し）
（５）
・教師の言葉かけ（効率のよい授業展開）
（２）
・教師の言葉かけ（思考の引き出し）（２）
・学習内容と活動の仕方の修正（２）
・課題の提示の仕方
・ワークシートの工夫
・安全管理（用具の使用）

「問題の発見」 「問題の解決」

・活動に対する興味・関心（３）
・意欲的な姿勢
・グループ編成の偏り
・実態（包括的）
・予想以上の回答が得られた
・学習内容の理解

・教師の臨機応変な対応（４）
・活動形態の工夫（３）
・活動時間の管理
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な省察内容が現れなかったことが推察される．しかし

一方で，大学院生 A 自身の考えが焦点化されてきた

ことを意味するとも考えられる．これはつまり，本授

業の実践・観察を通じて，大学院生 A が持つ「知識」

が整理され，機能してきた可能性が推察される． 

 さらに，省察の内容から，大学院生 A が生徒を主

体とした授業展開の重要性を指摘していることがわか

る．前時の振り返りの視点（表 4・表 6）では，生徒

の反応と教師の予想とのズレを，「発問の仕方の工夫」

や「教師の言葉かけ」，「学習内容と活動の仕方の工

夫」などで修正を試みようとしていた．つまり，自分

たちが考えた単元のねらい・計画において，教師主体

の授業展開を考えていたことがわかる．しかしながら

本時の省察の内容からは，授業の主体を「子ども（生

徒）」と捉えていることが認められる．これらのこと

から，教師の準備したことをあれもこれも取り入れ，

学習指導案通りに授業を進めることを主とするのでは

なく，目の前の生徒に今何が必要なのかを選択できる，

そしてその選択肢を多岐にわたって持つことの必要性

を，大学院生 A は理解した可能性が示唆される．つ

まり，単元を通した学習指導案の作成と複数回の授業

実践及び授業参観，その修正をするという授業づくり

のサイクルを通じて，生徒を主体とした授業展開の重

要性が理解され，教師の臨機応変な対応には相応の知

識が必要であることが理解されたと推察される． 

（４）本授業の取り組みによる成果と課題 

 修士課程における本授業での試みとして，教員養成

課程における模擬授業の課題として挙げられる「実際

の子どもがいない」ことを解決するため，附属学校と

の連係を図り，学校現場における授業観察及び授業実

践を行った．その中では，短い時間数ではあるが一運

動領域を単元として取り扱い，教材研究を行った後に

全ての時間について学習指導案（細案）を作成し，授

業実践を行った． 

 大学院生 A の省察内容からは，実際の子どもをみ

ることによる子どもの反応と予想とのズレについて気

づき，それに応じた手立てを考えていたことがわかっ

た．1 時間目の授業から 3 時間目にかけ，授業内での

教師の判断について「省察」の視点が変化している．

つまり，1 時間目の授業では「1 つの授業の流れを準

備すること」に視点があるが，3 時間目は「子どもに

対応して複数のパターンから選択すること」に視点が

変化し，授業内での教師の確かな知識に基づく即興的

対応の重要性に気が付くことができた．さらにこのこ

とから，より大学院生の「省察」を深くしていくため

には，筆者らのように修士課程の授業を仕組む側の者

が，授業参観及び授業実践をした際の振り返りの視点

を定めて提供することが重要といえるであろう．つま

り，「問題の発見」の視点を定めることにより，教員

養成課程ではみられない「実際の子ども」について振

り返る視点を大学院生に気が付かせることができ，実

践に基づく子ども理解を促すことができる．またそれ

が「問題の解決」を早い段階から促すことに繋がるこ

と予想される． 

 また，授業実践に向けた準備（教材研究，学習指導

案の作成など），そして授業観察及び授業実践は，大

学院生 A の教員養成課程での学びで蓄積した「教科

内容に関する知識」や「一般的な指導方法に関する知

識」といった様々な「知識」をもとに行なわれたこと

が推察される．本授業において授業観察及び授業実践

したことにより，それらの知識の量が増えたこと，ま

た双方を関連付けた「授業を想定した教科内容に関す

る知識」へと変容したことが示唆される．これに伴い，

大学院生 A の「省察」の変容にも何らかの影響を与

えたことが推察される．何が「省察」に変化を与えた

のか，については本研究においては検討することが難

しい．しかし，その大元にある多様な「知識」は，教

員養成課程からの「教科に関する科目（実技）や「保

健体育科教育法Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」の積み上げの基に得られ

るものである．教師の実践知である「授業を想定した

教科内容に関する知識」は，授業経験の「省察」を通

じてはじめて授業実践を支える知として形成されてい

くのである（Shulman，1987）．つまり，教員養成課

程における授業の積み重ねによる知識の定着が，子ど

もを目の前にした授業観察及び授業実践により「授業

を想定した教科内容に関する知識」となるのではない

だろうか．これらのことについて，教員養成課程段階

から修士課程段階までを一連とした指導の中で育成し，

実践力のある教師を育てることが求められていると考

える． 

 

Ⅳ．まとめ 

 本研究は，これまでの本学の教員養成課程における

保健体育科の授業構造を整理するとともに，4 年間の

授業内容の積み上げと大学院修士課程の授業とを関連

させた授業展開の可能性を検討しようとした． 

 大学院修士課程の授業において，附属学校・附属学

校教員と連係して，授業参観及び授業実践する展開を

構想した．授業参観及び授業実践に対する大学院生 A

の「省察」の内容を検討した結果，教師主体から子ど

も主体の授業へと，大学院生の意識が変容したことが

わかった．また，反省的実践とは，実践を進めながら，

意識的，体系的に状況や経験を振り返り，行動を適切

に調整して，洞察を深めることである（楠見，2012）．

つまり，学校現場における授業観察及び授業実践によ

り，「省察」の内容に深まりができ，「授業を想定し

た教科内容に関する知識」の形成に寄与すると考えら

れる．さらに，実際の子どもを中心とした授業の振り

返りの視点，特に「問題の発見」のヒントとなるよう

な視点を大学院生に提供することが，早期の「問題の
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解決」を促すことにつながることも示唆された． 

 以上のことから，教員養成課程の 4 年間において，

授業を計画・実践する「知識」を整理し積み上げるこ

とが，授業を「省察」する力の土台を形成するといえ

る．さらに大学院修士課程において，本当の子どもた

ちに対して授業を参観及び実践することや，附属学校

教員の授業と自分の授業を比較することなどの仕組み

の中で省察を重ねていくことにより，多様な「知識」

が「授業を想定した教科内容の知識」として形成され

ていくと考えられる．これらのことを鑑みると，教員

養成課程と大学院修士課程における授業の積み重ねの

可能性を探ることができる． 

 本研究は，本学の教員養成課程を履修した大学院生

1 名の省察内容の検討から，授業の成果を考察した．

1 名の大学院生の省察内容を資料としたことは，本学

の取り組みを基にカリキュラム構成の検討をするとい

う本研究の目的には適していると考えられるが，対象

者を限定したことに本研究の限界があった．今後は，

対象者数を増やし（他大学出身者との比較も通して），

さらなる検証を進める必要があると考える． 

 

注 

注 1）“専門職”としての教師は，「反省的実践家

（reflective practitioner）」としての成長が求めら

れている（佐藤，1993）．この「反省的実践家」

の根幹を成すものは，授業を「省察（reflection）」

するということであり，この「省察」を促進して

いくことが「反省的実践家」としての成長に繋が

る（久保ほか，2008）． 

注 2）Shulman（1987）は，教師の知識に①教科内容

に関する知識 (content knowledge)，②一般的な

指導方法に関する知識 (general pedagogical 

knowledge) ， ③ 教 育 課 程 に 関 す る 知 識 

(curriculum knowledge)，④授業を想定した教科内

容に関する知識(pedagogical content knowledge)，

⑤学習者と学習者特性に関する知識 (knowledge 

of learners and their characteristics)，⑥教育上の文

脈（教育的な状況）に関する知識 (knowledge of 

educational contexts)，⑦教育目標・目的・価値に

関する知識(knowledge of educational ends, purposes, 

and values)を挙げている． 

注 3）静岡大学教育学部において「体育科教育法Ⅰ」

は，小学校教科教育法に区分されるものであり，

学部全体に授業を提供しているが，「保健体育科

教育法Ⅱ」，「保健体育科教育法Ⅲ」および「保

健体育科教育法Ⅳ」は，中学校・高等学校教科教

育法として，保健体育教員免許取得者のための教

職に関する科目として開設されている（平成 29

年度現在）． 
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